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も
知
れ
な
い
。
部
屋
で
の
出
世
争
い
も
高
ま
り
そ
う
。

序
の
口
は
、
総
勢
２
４

人
で
の
争
い
。
中
で
も
注

目
力
士
と
し
て
ま
ず
は
春

日
根
部
屋
の
西
強
。
四
股

名
か
ら
し
て
す
で
に
文
字

通
り
最
強
な
感
じ
で
あ
る
。

初
日
は
難
な
く
島
内
を
寄

り
切
り
早
く
も
優
勝
候
補

筆
頭
の
予
感
。

元
幕
下
力
士
の
讃
岐
富

士
が
１
３
０
回
場
所
の
初

土
俵
以
来
の
序
の
口
に
陥

落
。
今
場
所
が
最
後
の
土

俵
と
な
っ
て
し
ま
う
の
か

心
配
さ
れ
た
が
、
若
波
部

屋
の
剣
に
勝
っ
て
初
日
を

何
と
か
切
り
抜
け
た
。

江
戸
川
部
屋
か
ら
は
江

戸
嘉
納
治
五
郎
が
見
参
。

先
場
所
の
江
戸
金
栗
に
続

い
て
「
い
だ
て
ん
」
か
ら

命
名
。
霧
ヶ
浜
部
屋
の
朝

勝
を
下
し
て
韋
駄
天
ス
タ

ー
ト
。
他
に
は
、
鴨
川
部

屋
で
は
本
郷
、
住
之
江
部

屋
の
糸
原
、
大
松
戸
部
屋

の
松
ノ
藤
、
荒
笠
部
屋
の

蓼
丸
な
ど
が
初
日
を
飾
っ

た
。

（
勝
間
田
）

先
代
霧
ヶ
浜
親
方
で
あ
る
椎
橋
氏
の
活
動
再
開
に

伴
い
、
既
に
霧
ヶ
浜
名
跡
は
山
口
氏
に
承
継
さ
れ
部

屋
を
興
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朝
日
松
理
事
長
、
富

士
浪
元
理
事
長
の
発
議
に
よ
り
、
新
た
に
辰
輝
灘
部

屋
が
誕
生
し
た
。
先
代
鹿
賀
乃
戸
親
方
で
あ
る
横
綱

辰
輝
灘
の
愛
弟
子
隅
田
川
（
現
花
ノ
井
親
方
）
が
名

跡
を
変
更
す
る
予
定
。
「
辰
輝
灘
」
は
第
１
３
４
回

新
設
の
英
に
続
き
、
１
０
０
番
目
の
年
寄
名
跡
と
な

る
。

多
く
の
新
弟
子
を
精
力
的
に
ス
カ
ウ
ト
し
な
が
ら

も
、
部
屋
頭
の
夢
力
に
続
く
力
士
が
出
て
こ
な
い
の

が
悩
み
の
香
具
山
部
屋
だ
が
、
豊
田
が
先
場
所
４
勝

を
あ
げ
て
西
七
枚
目
に
躍
進
し
、
い
よ
い
よ
十
両
が

視
野
に
入
っ
て
来
た
。
「
豊
田
！
関
取
の
座
を
掴
む

ん
だ
ぞ
！
」
と
香
具
山
親
方
の
檄
が
飛
ぶ
。

十
両
か
ら
の
陥
落
組
で

は
、
醍
醐
、
響
竜
、
雪
若

丸
が
一
場
所
で
の
復
帰
を

目
指
す
。

有
望
な
新
弟
子
が
次
々

と
入
幕
し
て
楽
し
み
な
勝

間
田
部
屋
は
、
今
や
新
関

脇
の
出
羽
翼
を
筆
頭
に
７

人
が
幕
内
に
名
を
連
ね
て

お
り
、
そ
れ
に
続
け
と
幕

下
も
所
謂
「
勝
間
田
銀
座

」
と
な
っ
て
い
る
。
幕
下

も
最
大
数
の
６
力
士
が
虎

視
眈
々
と
関
取
の
座
を
目

指
し
て
凌
ぎ
を
削
っ
て
い

る
羨
ま
し
い
状
況
だ
。

そ
の
他
の
部
屋
で
は
、
英
部
屋
、
鹿
賀
乃
戸
部
屋

九
十
九
部
屋
も
３
人
ず
つ
番
付
に
名
を
連
ね
、
切
磋

琢
磨
の
状
況
。

そ
の
よ
う
な
中
、
初
日

に
白
星
発
進
し
た
の
は
、

醍
醐
、
西
勢
ノ
里
、
若
雲

山
、
真
田
丸
、
暫
な
ど
だ

が
、
勝
間
田
部
屋
の
６
人

は
５
人
が
勝
ち
星
を
あ
げ

て
好
発
進
し
た
。
勝
間
田

親
方
は
思
わ
ず
ニ
ン
マ
リ

と
口
元
が
緩
ん
で
い
た
。

（
錦
虱
）

三
段
目
は
東
西
筆
頭
に
西
神
門
と
西
渡
海
の
春
日

根
の
２
人
が
鎮
座
。
幕
下
が
目
の
前
と
な
り
、
と
も

に
気
合
十
分
と
い
っ
た
中
で
の
初
日
だ
っ
た
が
、
西

渡
海
は
勝
っ
た
が
西
神
門
が
直
風
に
敗
れ
て
両
者
白

星
発
進
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

先
場
所
序
二
段
を
制
し

俄
然
注
目
さ
れ
る
存
在
に

な
っ
て
き
た
大
松
戸
部
屋

の
松
山
。
連
日
い
い
相
撲

を
み
せ
て
親
方
衆
を
唸
ら

せ
見
事
に
優
勝
を
果
た
し

た
が
、
今
場
所
も
そ
の
勢

い
は
健
在
だ
。
初
日
に
荒

鯱
を
下
し
こ
れ
で
負
け
な

し
の
６
連
勝
。
二
日
目
以

降
ど
こ
ま
で
連
勝
を
伸
ば

す
の
か
目
が
離
せ
な
い
と
こ
ろ
。

豊
田
が
幕
下
入
り
を
果

た
し
て
か
ら
後
に
続
く
力

士
が
出
て
来
な
い
香
具
山

勢
は
今
場
所
３
人
が
在
籍
。

最
上
位
の
花
形
に
昇
進
の

期
待
を
寄
せ
る
親
方
で
あ

る
が
、
桐
壺
の
技
能
派
若

武
田
に
寄
り
切
ら
れ
黒
星

ス
タ
ー
。
し
か
し
三
国
と

山
下
は
難
敵
の
木
幡
と
虎

前
田
を
そ
れ
ぞ
れ
破
っ
て

好
発
進
。
夢
力
を
筆
頭
に

花
形
以
外
各
段
で
部
屋
の
力
士
が
白
星
を
上
げ
て
香

具
山
親
方
は
上
機
嫌
だ
っ
た
。

序
二
段
は
、
付
出
枠
が

増
え
三
段
目
と
同
じ
く
も

東
西
１
６
枚
の
番
付
と
な

っ
た
。
東
筆
頭
の
桜
庭
は

こ
れ
ま
で
三
段
目
で
何
度

か
幕
下
入
り
を
掴
め
そ
う

な
と
こ
ろ
ま
で
い
き
な
が

ら
、
こ
の
と
こ
ろ
の
低
迷

で
序
二
段
に
落
ち
た
が
、

初
日
を
白
星
で
飾
り
、
ま

た
三
段
目
に
番
付
を
戻
し

た
い
と
こ
ろ
だ
。

先
場
所
が
初
土
俵
同
士

の
西
龍
と
高
山
の
対
戦
は

高
山
に
軍
配
。
今
場
所
が

ま
だ
２
場
所
目
で
あ
る
が
、

豊
田
に
次
ぐ
幕
下
力
士
は

誰
に
な
る
の
か
、
親
方
は

ず
っ
と
待
ち
望
ん
で
い
る

が
意
外
に
も
花
形
や
三
国

ら
を
追
い
抜
き
先
に
高
山

が
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か

横
綱
美
空
富
士
が
五
日
目
、
月
山
を
寄
り
切
り
に

下
し
て
連
勝
記
録
を
先
場
所
初
日
か
ら
１
６
と
伸
ば

し
た
。

こ
れ
は
歴
代
で
は
９
位
タ
イ
の
好
記
録
だ
。
歴
代

１
位
は
横
綱
荒
登
の
第
八
回
場
所
千
秋
楽
～
第
十
一

回
場
所
三
日
目
ま
で
、
横
綱
扇
灘
の
第
六
四
回
場
所

三
日
目
～
第
六
六
回
場
所
六
日
目
ま
で
の
２
６
連
勝

が
最
多
連
勝
記
録
で
あ
る
。

荒
登
は
第
九
回
、
第
十
回
を
全
勝
優
勝
で
制
し
て

の
記
録
で
あ
り
、
２
場
所
連
続
全
勝
優
勝
の
記
録
は

未
だ
に
こ
の
一
度
だ
け
で
あ
る
。

扇
灘
の
連
勝
も
ま
た
圧
巻
で
あ
り
、
２
６
連
勝
の

直
前
、
第
６
４
回
本
場
所
二
日
目
に
千
代
鈴
に
敗
れ

る
前
に
１
６
連
勝
し
て
お
り
、
ま
た
第
六
六
回
場
所

七
日
目
に
輝
雄
山
に
敗
れ
た
後
八
日
目
か
ら
第
六
八

回
場
所
七
日
目
に
円
海
山
に
破
れ
る
ま
で
２
１
連
勝

し
て
い
る
。
仮
に
千
代
鈴
、
輝
雄
山
に
勝
っ
て
い
た

ら
、
６
５
連
勝
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
記
録
を
打
ち

立
て
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
不
滅
の
横
綱
照
の
花
も
第
三
八
回
場
所
十

日
目
の
一
発
の
敗
戦
を
挟
ん
で
２
１
連
勝
と
２
０
連

勝
し
て
お
り
、
一
発
に
勝
っ
て
い
れ
ば
４
２
連
勝
を

達
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
美
空
富
士
が
千
秋
楽
ま
で
勝
ち
続
け
、

全
勝
優
勝
と
な
る
と
、
連
勝
記
録
は
２
２
で
歴
代
単

独
４
位
、
２
場
所
連
続
全
勝
優
勝
は
昭
和
２
９
年
４

月
の
第
十
回
荒
登
以
来
、
６
５
年
振
り
の
快
挙
と
な

る
。幕

内
連
勝
記
録

順
位

四
股
名

連
勝

場
所

１

荒

登

２
６

八
回
～
十
一
回

〃

扇

灘

２
６

六
四
回
～
六
六
回

３

荒

登

２
５

十
六
回
～
十
八
回

４

照
の
花

２
１

三
六
回
～
三
八
回

〃

扇

灘

２
１

六
六
回
～
六
八
回

６

照
の
花

２
０

三
八
回
～
四
十
回

７

富
士
登

１
９

五
九
回
～
六
十
回

〃

英

１
９

百
十
一
回

～
百
十
二
回

９

扇

灘

１
６

六
二
回
～
六
四
回

〃

美
空
富
士
１
６

百
四
八
回
～
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